
3．コロナ禍での諸課題への対応について
　（1）新型コロナ感染症対策の総括について
　（2）コロナ禍での観光誘客の総括について

2．県職員及び教職員の確保について
　（1）県職員の確保について
　（2）教職員の確保について
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　新型コロナウイルス感染症が拡大したこの3
年間、感染症対策の交付金などにより、自治
体の財政と事業は感染症対策が優先されまし
た。感染症が落ち着きはじめ、必要な事業を
進めるためにも、これからの財政運営を注視
しておかなければなりません。
　そこで、佐藤知事へ大分県の財政状況をど
のように捉え、その課題はどのようなものと
考えられているのか、そして、災害や物価高
騰など思わぬ支出が必要となる事態への備え
も含め、安定的な財政運営の方針をどのよう
に考えているのか尋ねました。

【答弁　佐藤知事】現在の財政状況について、
各種の財政健全化指標はいずれも健全な状況
である。貯金にあたる財政調整用基金の残高
は、社会保障関係費の増加等もあるが、実質
的な県債残高とともに、安定的な財政運営に
必要な水準を確保できるものと見込んでいる。
　必要な施策には果敢に取り組む一方で、引
き続き、将来にわたって持続可能な財政運営
が行えるよう、確固たる行財政基盤の構築に
努めていきたい。

　今、分野を超えて大きな問題となっている
のが「人手不足」です。県でも県職員、特に
獣医師や薬剤師など専門的な技術職について、
従前からその確保が大きな課題となっていま
す。
　同様に、教職員不足も大きな問題です。例
えば佐賀県では教職員の採用試験を春だけで
なく秋にも行い年2回となっています。本県で
も柔軟性のある採用の機会を設けることを検
討してはどうかと提案しました。

　感染症法上の位置付けが2類相当にあった間、
病床や人材、医療用物資の不足などの問題に
どのように対処したのか、コロナ感染症対策
の総括を求めました。
　また、観光誘客について、コロナの感染拡
大状況下での課題にどのように対処したか、
観光県としての復興に向けどのような戦略で
臨むのかを質問しました。

【答弁】2類相当にあった3年2ヶ月の間、感染
拡大局面では、大分市内を中心にコロナ病床
が不足する事態が生じた。このため、広域の
入院調整を行いながら、最大578床まで病床を
増やすとともに、宿泊療養施設として最大で
1,370室を確保した。
　現在策定中の感染予防計画では、これまで
得られた知見をもとに、病床数など具体的な
数値目標を盛り込むなど、新たな感染症対策
に万全を期していきたい。
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